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批

評
・
紹

介

池

田

温

編

敦
煙
漢
文
文
献
(
『
講
座
敦
爆
』
第
五
品位〉

局

時

田

『
諮
座
敦
煙
』
の
最
終
回
配
本
『
敦
燈
漢
文
文
献
』
が
よ
う
や
く
刊
行
の
運

び
と
な
っ
た
。
全
九
巻
の
完
結
に
は
、
故
榎

一
雄
教
授
の
編
に
な
る
第

一
巻
か

ら
鍛
え
て
ち
ょ
う
ど
前
後
十
二
年
の
日
子
を
費
や
し
た
こ
と
に
な
る
。
患
の
長

い
仕
事
を
完
遂
さ
れ
た
閥
係
者
の
方
々
に
ま
ず
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
う
。
本

来
こ
の
講
座
は
全
十
三
巻
の
噛
既
定
で
企
聾
さ
れ
、
は
じ
め
何
加
か
の
配
本
の
巻

末
に
は
そ
の
内
容
見
本
が
掲
げ
ら
れ
て
あ
る
の
は
御
存
知
の
向
き
も
多
い
と
思

わ
れ
る
。
い
ま
そ
れ
を
最
終
的
に
賓
現
し
た
陣
容
と
比
べ
て
み
る
と
、
附
録
の

趣
き
が
濃
い
『
敦
燈
皐
の
現
吠
と
展
望
』
『
敦
埋
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
の
二
巻
は

措
き
、
『
敦
爆
の
美
術
』
が
完
全
に
姿
を
消
し
た
の
が
目
を
引
く
。
さ
ら
に
現

在
の
第
九
巻
『
敦
煙
の
文
皐
文
献
』
は
も
と
『
敦
爆
の
文
率
と
言
語
』
の
標
題

の
下
に
「
言
語
」
を
含
む
は
ず
に
な
っ
て
い
た
の
が
分
か
る
。
美
術
の
分
野
が

敦
煙
皐
に
占
め
る
べ
き
地
位
は
い
ま
さ
ら
喋
々
す
る
ま
で
も
な
い
が
、
言
語
に

し
て
も
ま
た
同
様
で
あ
っ
て
、
中
園
の
敦
爆
吐
魯
番
皐
舎
に
は
「
語
言
文
皐
分

舎
」
が
設
け
ら
れ
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。
本
講
座
が
こ
れ
ら
の
分
野
を
総
合
し

得
て
い
な
い
こ
と
は
、
い
か
に
も
残
念
な
こ
と
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
賂

来
、
何
ら
か
の
形
で
の
補
遺
が
室
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

き
て
本
名
は
『
敦
爆
漢
文
文
献
』
と
晴
樹
す
る
も
の
の
、
賓
際
に
は
敦
爆
遺
書

雄

に
含
ま
れ
る
漢
文
文
献
の
す
べ
て
を
扱
う
わ
け
で
は
な
い
。

と
い
う
の
は
『
講

座
敦
煙
』
に
は
、
併
数
文
献
、
潤
文
献
、
道
数
文
献
、
文
皐
文
献
の
四
分
野
に

つ
い
て
す
で
に
各
一
巻
が
割
り
嘗
て
ら
れ
て
お
り
、
本
品
位
は
そ
れ
ら
と
併
せ
て

漢
文
文
献
の
全
鐙
像
を
提
示
す
る
構
成
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
で

も
本
各
の
カ
ヴ

ァ
ー
す
る
範
圏
は
、
上
記
の
比
較
的
メ
ジ
ャ

ー
な
分
野
を
除
く

す
べ
て
を
封
象
と
し
て
い
る
た
め
、
非
常
に
庚
く
か
っ
多
様
な
も
の
と
な
っ
て

い
る
。
こ
う
し
た
震
範
圏
に
わ
た
る
文
献
の
解
説
に
蕗
ず
る
べ
く
、
各
項
目
の

執
筆
に
は
専
門
領
域
に
お
け
る
第
一
線
の
研
究
者
が
充
て
ら
れ
て
い
る
わ
け
で

あ
る
か
ら
、
そ
の
内
容
は
極
め
て
信
頼
性
が
高
い
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

た
だ
「
は
し
が
き
」
に
言
う
よ
う
に
、
本
各
の
編
集
は
ほ
ぼ
十
年
が
か
り
で
な

さ
れ
た
た
め
、
項
目
に
よ
っ
て
は
敦
煙
皐
の
迅
速
な
設
展
を
十
全
に
反
映
し
得

て
い
な
い
の
は
致
し
方
の
な
い
所
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
多
く
の
執

筆
者
が
良
心
的
に
出
来
る
限
り
新
し
い
業
績
を
取
り
入
れ
よ
う
と
努
力
さ
れ
た

貼
は
庭
々
に
見
て
取
れ
る
。

本
各
の
康
範
圏
な
内
容
に
到
し
て
正
し
い
評
債
を
下
す
能
力
は
も
と
よ
り
筆

者
に
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
以
下
に
書
き
連
ね
る
事
柄
は
、
筆
者
が
本
巻
を
通

讃
し
て
わ
ず
か
に
気
付
い
た
貼
を
指
摘
す
る
ば
か
り
の
さ
さ
や
か
な
刊
謬
補
歓

の
試
み
に
過
ぎ
な
い
。
た
だ
能
う
限
り
新
し
い
情
報
を
提
示
す
る
こ
と
に
は
い

さ
さ
か
意
を
用
い
た
つ
も
り
で
あ
る
。
中
に
は
執
筆
者
に
劃
し
て
躍
を
失
す
る

言
辞
や
正
鵠
を
得
な
い
言
い
掛
り
も
数
多
い
と
思
わ
れ
る
が
、
す
べ
て
御
寛
恕

を
賜
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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ま
ず
本
巻
の
構
成
を
見
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
項
目
が
立
て
ら
れ
て
い
る
か

を
そ
の
執
筆
者
と
共
に
掲
げ
て
お
こ
う
。
各
項
目
下
に
頁
数
を
加
え
て
お
い
た

の
は
、
こ
う
す
れ
ば
下
文
の
指
摘
が
ど
の
項
目
に
関
し
て
言
わ
れ
て
い
る
の
か



が
多
少
で
も
わ
か
り
や
す
い
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。
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O
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|
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一
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二
四
頁
「
寓
本
の
印
章
に
つ
い
て
は
、
寺
院
の
識
経
印
を
除
け
ば
、
他
は

皆
、
官
印
で
あ
り
、
:
:
:
」
と
い
う
の
は
、
事
賓
と
し
て
は
誤
り
で
あ
る
。
管

見
に
入
っ
た
限
り
で
は
、
吐
蕃
期
の
便
褒
粟
契
P
二
六
八
六
に
李
和
々
の
小
園

印
が
あ
り
、

P
三
三
九
四
「
大
中
六
年
(
八
五
二
〉
張
月
光
頁
薗
合
団
地
契
」
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に
は
貫
主
張
月
光
お
よ
び
保
人
と
し
て
名
を
連
ね
た
男
竪
々
、
男
儒
奴
な
ど
が

そ
れ
ぞ
れ
小
園
印
を
押
捺
し
て
い
る
。
い
ま
張
月
光
の
印
章
を
例
に
取
っ
て
そ

の
形
式
を
述
べ
る
な
ら
ば
、
圏
内
の
上
部
に
チ
ベ
ッ
ト
文
字
で

ng四
谷
町

r
g聞
と
姓
名
を
入
れ
、
下
部
に
動
物
文
様
を
刻
す
る
と
い
う
も
の
で
、
中
園

一
般
の
印
章
と
は
す
こ
ぶ
る
越
を
異
に
す
る
。
そ
の
同
じ
張
月
光
の
印
章
は
ま

た
同
人
と
弟
日
光
と
の
聞
に
交
わ
さ
れ
た
財
産
分
割
契
P
三
七
四
四
|
一
に
も

見
え
、
こ
の
契
に
は
日
光
お
よ
び
表
姪
郭
日
策
に
つ
い
て
も
同
形
式
の
印
影
を

確
認
で
き
る
。
大
中
五
年
(
八
五
一
〉
の
紀
年
を
有
す
る
S
一一一一五

O
「
信
光

鏡
負
徽
布
買
釧
契
」
に
は
光
鏡
と
見
入
信
智
政
の
、
や
は
り
同
じ
よ
う
な
小
園

印
が
見
え
る
。
以
上
は
契
約
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
粛
州
の
都
頭
宋
富

松
が
(
恐
ら
く
は
沙
州
の
〉
弟
富
岡
県
に
迭
っ
た
手
紙

(
S
四
三
六
二
〉
に
も
二

種
類
の
長
方
形
の
小
印
が
見
ら
れ
る
。
印
章
に
書
か
れ
た
文
字
は
確
認
で
き
な

い
も
の
の
、
文
中
に
「
看
印
子
:
:
:
枚
領
」
〈
印
章
に
照
ら
し
て
受
領
せ
よ
)

と
あ
る
か
ら
、
こ
れ
が
宋
富
松
の
印
章
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
を
容
れ
な
い
。
以

上
の
例
か
ら
敦
燥
で
は
私
印
も
ま
た
時
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
の
あ
っ
た
こ
と
が

分
か
る
。
こ
の
種
の
私
印
は
他
に
も
袈
見
さ
れ
る
可
能
性
は
無
い
と
は
言
え
な

い
が
、
こ
れ
ま
で
に
知
ら
れ
た
以
上
の
僅
少
な
例
の
ほ
と
ん
ど
が
吐
蕃
期
お
よ

び
錆
義
軍
初
期
に
集
中
し
て
い
る
貼
が
注
意
さ
れ
る
。
形
式
も
特
殊
な
も
の
で

あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
吐
蕃
期
濁
特
の
風
向
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
か
も

知
れ
な
い
。
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二
五
頁
宋
代
は
遊
詩
に
関
し
て
巌
格
で
、
一
臓
を
終
え
た
誇
も
犯
す
こ
と
を
許

さ
な
か
っ
た
、
と
し
て
『
(
紹
定
〉
薩
部
韻
略
』
所
載
淳
照
重
修
文
書
式
お
よ

び
陳
垣
『
史
誇
奉
例
』
に
参
照
さ
せ
る
。
一
般
に
は
そ
の
よ
う
に
認
め
ら
れ
て

い
る
の
は
わ
か
る
が
、
果
し
て
そ
の
巌
格
さ
は
宋
一
代
を
通
じ
て
一
貫
し
た
も
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の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
参
考
ま
で
に
以
前
か
ら
気
に
な
っ
て
い
る
例
を
翠
げ

て
お
く
と
、

『韻
鏡
』
の
巻
首
に
附
せ
ら
れ
る
「
韻
鏡
序
作
」
に
は
「
奮
以
繋

租
誇
敬
、
故
居
同
韻
鑑
、
今
遜
銚
廟、

復
従
本
名
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
放

を
終
え
た
誇
は
必
ず
し
も
遊
け
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
こ
の
序
文
は

南
宋
の
嘉
泰
三
年
三
二

O
三
)
張
麟
之
に
よ
っ
て
警
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

三
八
頁
こ
こ
で
未
出
版
と
さ
れ
る
胡
鳴
盛
編
の
目
録
は
最
近
に
な
っ
て
一
部

公
表
さ
れ
た
(
方
庚
錯
「
北
京
圏
書
館
蔵
敦
爆
遺
書
勘
査
初
記
」
『
敦
建
摩
輯

刊
』
一
九
九
一
年
第
二
期
、
線
第
二

O
期
〉
。
同
時
に
、
こ
れ
ま
で
必
ず
し
も

充
分
な
情
報
の
な
か
ア
た
北
京
図
書
館
所
綴
敦
爆
篤
本
の
吠
況
も
か
な
り
明
ら

か
と
な
っ
た
。
今
、
方
氏
の
報
告
に
基
づ
い
て
、
こ
こ
に
そ
の
概
要
を
紹
介
し

て
お
く
の
は
無
駄
で
は
な
い
と
恩
わ
れ
る
。

北
京
圏
書
館
の
教
煙
篤
本
は
過
去
三
回
に
わ
た
っ
て
整
理
が
な
さ
れ
た
。
最

初
の
整
理
は
篤
本
が
蔵
経
洞
か
ら
北
京
に
移
迭
さ
れ
た
直
後
に
行
わ
れ
、
千
字

文
番
践
に
よ
っ
て
位
字
七
九
競
ま
で
の
八
六
七
九
貼
が
登
録
さ
れ
た
。
今
日
な

お
使
用
さ
れ
る
陳
垣
『
敦
煙
劫
徐
銭
』
(
一
九
二
九
〉
は
そ
の
最
初
の
調
査
目

録
た
る
『
敦
爆
石
室
経
谷
線
目
』
八
加
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
分
類
目
録
で

あ
る
。
『
劫
徐
録
』
で
は
も
と
の
千
字
文
に
よ
る
編
鋭
中
に
二
種
以
上
の
文
献

を
含
む
も
の
を
分
出
し
た
た
め
に
、
寅
際
に
は
八
七
三
八
貼
が
登
録
さ
れ
て
い

る
。
『
劫
徐
録
』
巻
首
の
「
検
目
」
を
見
る
と
、
ひ
と
つ
の
千
字
文
編
続
に
劃

し
て
複
数
の
頁
を
指
示
す
る
も
の
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
正
に
こ
の
朕
況
を
反
映

し
て
い
る
。
ま
た
こ
の
八
七
三
八
と
い
う
数
は
今
日
わ
れ
わ
れ
が
自
に
す
る
マ

イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
所
枚
篤
本
の
線
貼
数
で
も
あ
る
。
こ
れ
を
「
劫
徐
録
部
分
」

と
稽
す
る
。

許
園
祭
『
教
燈
寓
経
題
記
輿
敦
煙
雑
録
』

(
一
九
三
六
〉
に
は
『
劫
徐
録
』

未
牧
の
段
字
鋭
、
周
字
放
な
ど
の
経
巻
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
た
め
、
『
劫
徐

録
』
所
牧
の
も
の
以
外
に
も
北
京
に
は
相
嘗
数
の
篤
木
の
存
在
す
る
こ
と
が
想

像
さ
れ
て
い
た
が
、
詳
細
は
明
ら
か
で
な
く
、
今
日
に
至
る
ま
で
そ
の
部
分
の

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
は
公
開
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
部
分
に
関
係
す
る
第
二
回

の
調
査
は
一
九
二
九
年
ま
で
に
は
行
わ
れ
、
第
一
回
の
整
理
時
に
も
れ
た
計
一

一
九
二
黙
が
加
え
ら
れ
た
。
先
の
目
録
が
位
字
践
で
終
っ
て
い
た
の
を
承
け

て
、
「
譲
、
図
。
有
、
良
、
陶
、
唐
。
周
、
夜
、
段
、
湯
。
坐
、
朝
」
の
十
二

字
が
用
い
ら
れ
た
。
い
か
な
る
誇
か
、
中
関
の
「
弔
、
民
、
伐
、
罪
」
は
使
わ

れ
て
い
な
い
。
そ
の
後
、
園
書
館
に
篤
経
組
が
設
け
ら
れ
研
究
が
進
め
ら
れ
た

結
果
、
こ
の
部
分
に
謝
す
る
目
録
『
敦
建
石
室
篤
経
詳
目
績
編
』
が
一
九
三
五

年
に
完
成
し
た
。
同
じ
く
「
劫
徐
録
部
分
」
に
つ
い
て
も
新
た
に
『
敦
建
石
室

篤
経
詳
目
』
が
編
纂
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
前
者
が
今
回
公
刊
さ
れ
た
こ
と
に
な

る
。
こ
の
第
二
回
整
理
に
よ
る
部
分
を
方
氏
は
「
詳
自
績
編
部
分
」
と
呼
ん
で

い
る
。そ
し
て
最
後
の
第
三
回
調
査
が
一
九
九
O
年
方
庚
錨
氏
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、

そ
の
結
果
新
た
に
三
六
一
四
黙
が
整
理
さ
れ
た
。
こ
れ
は
北
京
圏
書
館
の
移
縛

に
伴
っ
て
善
本
書
庫
の
二
つ
の
木
箱
中
か
ら
後
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
や
や

長
い
巻
子
も
含
ま
れ
る
も
の
の
、
多
く
は
二
、
三
十
セ
ン
チ
或
は
そ
れ
以
下
の

断
片
で
あ
り
、
過
去
二
回
の
整
理
の
際
に
残
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
ら
し
い
。
す

な
わ
ち
「
残
各
部
分
」
で
あ
る
。
三
六
一
四
貼
の
内
謬
は
、
付
傍
数
文
献
、
二

三
八
二
黙
。
経
、
律
、
論
お
よ
び
疏
緯
な
ど
以
外
に
、
経
録
や
目
連
漢
文
の
類

も
あ
る
。
口
道
教
文
献
、
一

O
貼
。
同
帳
契
、
一
五
貼
。
同
雑
類
、
一
一
一
一
黙
。

そ
の
中
に
は
牒
獄
、
四
部
書
、
九
九
表
な
ど
を
含
む
。
図
版
本
研
究
に
債
値
の

あ
る
書
物
、
九
給
。
初
期
の
胡
蝶
袋
、
折
本
綾
な
ど
の
袈
禎
を
含
む
。
伺
紙
製

の
室
田
秩
。
三
四
貼
。
伺
チ
ベ
ッ
ト
文
、
ゥ
イ
グ
ル
文
馬
本
、
一
一
一
一
貼
。
的
引
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首
(
様
。
す
な
わ
ち
巻
子
の
最
初
の
部
分
〉
、
七
四
O
貼
。
同
白
紙
、
三
七
七

黙
。
烏
線
欄
、
朱
綜
欄
を
施
し
た
も
の
も
若
干
瓢
あ
る
。
制
軸
、
一
ニ
貼
。
「
残

巻
部
分
」
は
こ
れ
ま
で
全
く
知
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で
、
「
詳
目
績
編
部
分
」

と
と
も
に
マ
イ
グ
ロ
に
よ
る
速
や
か
な
公
刊
が
撃
ま
れ
る
。

以
上
三
部
分
は
識
経
洞
か
ら
直
接
に
も
た
ら
さ
れ
た
経
港
で
あ
る
が
、
北
京

聞
書
館
に
は
そ
の
後
の
八
十
年
聞
に
様
々
な
経
縛
で
牧
蔵
さ
れ
た
敦
爆
遺
書
が

一
八
O
O貼
以
上
に
達
す
る
と
い
う
。
そ
の
中
に
は
個
人
の
寄
贈
や
画
書
館
の

購
入
し
た
も
の
も
あ
る
が
、
多
く
が
解
放
後
か
ら
文
化
大
革
命
ま
で
の
閲
に
文

化
部
か
ら
回
附
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
文
化
大
革
命
の
後
、
こ
れ
ら
の
内
二
ハ

五
O
黙
が
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
撮
影
さ
れ
、
そ
の
後
ま
た
そ
の
中
の
一

O
五

六
貼
に
つ
い
て
『
敦
煙
劫
徐
録
績
編
』
と
い
う
目
録
が
編
集
さ
れ
た
。
こ
れ
に

は
嘗
て
按
順
に
あ
っ
た
大
谷
探
険
隊
賂
来
の
篤
本
が
ほ
ぼ
す
べ
て
含
ま
れ
て
い

る
こ
と
は
、
す
で
に
多
く
の
人
の
知
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
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六
八
頁
僑
経
に
関
し
て
解
読
す
る
中
で
、
「
善
悪
因
果
経
」
に
ソ
グ
ド
語

誇
、
チ
ベ
ッ
ト
語
誇
の
存
在
す
る
こ
と
を
言
い
、
ま
た
『
蒙
文
大
蔵
経
』
の
モ

ン
ゴ
ル
語
誇
は
『
西
蔵
大
蔵
経
』
に
基
づ
い
た
誇
で
あ
る
と
指
摘
す
る
が
、
こ

れ
に
は
若
干
補
足
を
必
要
と
す
る
。
第
一
に
呉
氏
は
チ
ベ
ッ
ト
語
誇
に
関
し

て
、
『
西
蔵
大
蔵
経
』
所
牧
の
二
本
、
す
な
わ
ち
北
京
版
の
一

O
一
一
一
一
一
(
法
成

霧
〉
及
び
一

O
二
四
貌
の
み
し
か
翠
げ
な
い
が
、
こ
こ
に
は
蛍
然
教
煙
本
の
存

在
を
言
っ
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
イ
ン
ド
省
圃
書
館
の
ス
タ
イ
ン
蒐
集
敦
煙

チ
ベ
ッ
ト
篤
本
中
に
三
黙
の
断
筒
、
。
}
H

・

a-〈
口
-
N
(
プ
サ
ン
目
一
一
一
一

O
〉、

の印
H

・

a-M内〈
・
吟
世
間
-
A
F

〈
同
一
一
一
一
一
て
の
}
H

・

a-M口
H

-

H

(

同
三
三
五
l
二、

一
二
〉
が
見
出
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
篤
本
は
法
成
誇
に
廃
す
る
と
考
え
ら
れ
る
(
武

内
紹
人
氏
の
調
査
に
よ
る
)
。
ま
た
『
蒙
文
大
蔵
経
』
の
モ

γ
ゴ
ル
語
謀
本
は

リ
ゲ
テ
ィ
目
で
一
一
一
八
、
一
一
一
九
貌
の
二
種
が
存
在
し
、
こ
れ
ら
は
呉
民

の
い
う
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
『
西
蔵
大
蔵
経
』
の
二
本
か
ら
誇
し
た
も
の
が
明

白
で
あ
る
が
、
別
に
大
蔵
経
本
で
は
な
い
単
行
の
モ
ン
ゴ
ル
語
篤
本
「
善
悪
因

果
経
」
が
大
阪
大
皐
に
所
蔵
さ
れ
る
。
森
安
孝
夫
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
潟
本
は

外
形
的
特
徴
か
ら
十
七
世
紀
に
作
ら
れ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
が
、
そ
の
翻
誇

に
用
い
ら
れ
た
用
語
は
チ
ベ
ッ
ト
語
か
ら
誇
し
た
『
蒙
文
大
蔵
経
』
所
枚
本
と

は
異
な
り
、
十
三
、
十
四
世
紀
ウ
イ
グ
ル
語
か
ら
モ
ン
ゴ
ル
語
に
導
入
さ
れ
た

併
数
用
語
が
随
所
に
見
ら
れ
る
と
言
う
。
し
た
が
っ
て
篤
本
自
盤
は
比
較
的
新

し
い
も
の
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
成
立
は
古
い
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
と
と
も
に
、

か
つ
て
ウ
イ
グ
ル
語
課
が
存
在
し
た
こ
と
を
も
抽
思
想
さ
せ
る
も
の
で
、
極
め
て

重
要
な
も
の
で
あ
る
(
森
安
孝
夫
、
「
『
善
悪
因
果
経
』
の
流
通
と
そ
の
史
的

背
景
」
、
『
三
島
海
雲
記
念
財
圏
第
二
三
回
事
業
報
告
』
、
一
九
八
六
、
二
二
五

|
二
三
一
)
。
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一
一
七
頁
呉
氏
は
王
党
志
詩
集
の
現
存
す
る
敦
燥
篤
本
が
、
英
・
併
の
二
五

勲
、
ロ
シ
ア
の
四
黙
及
び
日
本
の
寧
繁
美
術
館
所
蔵
の
一
貼
を
あ
わ
せ
て
計
三

O
燃
と
す
る
が
、
他
に
李
盛
鐸
奮
綴
の
一
本
(
す
な
わ
ち
「
敦
爆
遺
書
散
録
」

の
第
二
一
九
競
〉
を
加
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
寓
本
は
下
端
の
か
な
り
な

部
分
が
損
傷
し
て
い
る
も
の
の
、
首
尾
を
存
し
本
文
九
十
行
か
ら
な
る
。
由
労
頭

に
「
主
党
志
一
各
」
と
題
し
、
末
尾
に
も
「
主
焚
志
一
巻
第
ご
と
い
う
e

ま

た
「
辛
巳
年
十
月
六
日
金
光
明
寺
拳
郎
氾
〈
?
)
員
宗
篤
記
之
耳
」
と
い
う
題

記
を
附
す
。
テ
キ
ス
ト
の
系
統
か
ら
言
え
ば
い
わ
ゆ
る
一
巻
本
に
属
す
る
も
の

で
、
こ
の
篤
本
に
よ
っ
て
新
た
な
詩
を
加
え
る
こ
と
は
な
い
が
、
校
勘
上
の
債

値
は
少
な
く
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
敢
え
て
こ
こ
に
そ
の
存
在
を
報
告
し
て

お
く
。
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二
四
八
頁
周
知
の
よ
う
に
漢
語
に
は
四
穫
の
遣
い
に
よ
っ
て
文
法
的
機
能
を

異
に
す
る
場
合
が
あ
り
、
こ
れ
を

「破
音
」
と
呼
ん
で
い
る
。
例
え
ば
「
王
」

を
一
や
撃
に
積
め
ば
「
王
者
」
「
王
侯
」
の
ご
と
く
名
詞
を
表
わ
す
が
、
去
撃
に

讃
む
と
「
主
と
し
て
君
臨
す
る
」
義
の
動
詞
と
な
る
。
こ
の
場
合
、
よ
り
一
般

的
な
用
法
で
あ
る
前
者
を
本
一
音
と
し
、
後
者
を
破
音
と
す
る
。
そ
し
て
文
字
の

四
隅
に
貼
や
圏
を
附
け
る
こ
と
で
、
こ
の
破
脅
か
-
本
音
と
区
別
す
る
こ
と
が
普

通
に
行
わ
れ
た
。
破
音
の
注
記
は
寓
本
時
代
に
は
書
物
を
積
む
も
の
が
自
ら
記

入
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
時
代
が
下
っ
て
明
代
頃
に
な
る
と
あ
ら
か
じ
め
圏
黙

を
附
け
た
刊
本
も
し
ば
し
ば
世
上
に
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
う
い
っ
た
際

に
わ
れ
わ
れ
の
常
識
で
は
、
破
音
は
左
下
角
か
ら
始
ま
っ
て
時
計
ま
わ
り
に
卒

上
去
入
の
順
に
表
示
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
例
え
ば
太
宰
春
蓋
『
倭
讃
要

領
』
巻
下
第
五
葉

「愛
一
耳
目
法
」
に
「
黙
設
と
は
、
四
撃
を
黙
ず
る
を
い
う
。
或

は
園
設
と
い
う
。
そ
の
法
、
字
の
四
角
に
牢
闘
を
加
ふ
。
卒
穫
は
下
の
左
角
に

加
ふ
。
上
撃
は
上
の
左
角
、
去
穫
は
上
の
右
角
、
入
穫
は
下
の
右
角
な
り
」
と

説
明
さ
れ
る
も
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
石
塚
晴
遁
氏
捻
蛍
の
項
目

「
敦
慢
の
加
勲
本
」
を
見
る
と
、
破
一
音
の
表
示
は
ど
の
四
隅
か
ら
始
ま
る
も
の

も
存
在
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
石
塚
氏
の
こ
の
項
目
で
は
、
敦
爆
篤
本
の
な
か

に
見
え
る
加
勲
本
に
つ
い
て
破
一
音
の
加
貼
様
式
が
分
類
さ
れ
、
時
代
別
に
そ
の

護
展
を
跡
づ
け
る
と
い
う
野
心
的
な
試
み
が
居
附
さ
れ
て
い
て
、
す
こ
ぶ
る
興
味

深
い
も
の
が
あ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
が
素
朴
に
疑
問
と
す
る
の
は
こ
の
よ
う
な
多

様
な
加
黙
様
式
の
う
ち
、
左
下
角
か
ら
始
め
る
形
式
の
み
が
ひ
と
り
後
世
に
行

わ
れ
た
の
は
い
か
な
る
理
由
に
よ
る
も
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
石
塚

氏
は
、
よ
く
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
張
守
節
『
史
記
正
義
』
毅
字
例
の
記
述
を

同
氏
の
い
う
第
二
型
の
加
貼
す
な
わ
ち
右
上
角
か
ら
始
ま
る
方
法
に
つ
い
て
述

べ
た
も
の
と
し
て
い
る
。
も
し
こ
れ
が
そ
の
遁
り
で
あ
れ
ば
、
た
し
か
に
中
原

に
お
い
て
後
世
の
様
式
と
は
異
な
る
停
統
が
確
固
と
し
て
存
在
し
た
こ
と
の
誼

壊
と
な
る
。
し
か
し
こ
れ
に
も
疑
問
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
張
守
節
の
記
述

で
問
題
と
な
る
箇
所
を
血
ぞ
け
る
と
、
そ
れ
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

「字
に
数
丑
日

あ
る
場
合
は
意
味
を
み
て
貼
裂
す
る
が
、
す
べ
て
卒
上
去
入
に
従
っ
て
行
い
、

卒
撃
を
黙
設
し
よ
う
と
す
る
と
き
に
は
必
ず
「
寅
」
の
位
置
か
ら
は
じ
め
る
」

(
字
或
数
昔
、
観
義
貼
夜
、
皆
依
卒
上
去
入
、
若
愛
卒
務
、
毎
従
寅
起
)
。
石

塚
氏
は
、
「
寅
」
の
方
位
が
東
北
で
あ
る
こ
と
か
ら
卸
座
に
こ
れ
を
右
上
と
考

え
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
北
を
上
と
す
る
遁
常
の
見
方
に
従
え
ば
嘗

然
そ
の
よ
う
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
道
理
で
あ
る
が
、
も
し
反
則
到
に
北
が
下
で

南
が
上
と
な
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
張
守
節
の
記
述
は
ま
さ
し
く
左
下
か
ら
始

ま
る
も
の
を
言
っ
て
い
る
こ
と
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
部
分
の
解
穫
は
一

に
懸
か
っ
て
張
守
節
の
・
念
頭
に
あ
っ
た
方
位
闘
が
ど
ち
ら
を
向
い
て
い
た
か
と

い
う
黙
に
存
す
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
想
起
さ
れ
る
の
は
、
相
宅
園
の
よ
う
に
干

支
で
方
位
を
示
す
典
型
的
な
例
の
場
合
に
は
、
南
が
上
す
な
わ
ち
寅
は
左
下
角

に
位
置
し
て
い
る
と
い
う
事
質
で
あ
る
。
敦
出
足
篤
本
中
に
も
相
山
富
数
み
ら
れ
る

宅
経
類
(
例
え
ば

P
一
一
六
三
二
)
や
具
注
暦
な
ど
に
載
せ
る
も
の
(
例
え
ば
大

英
図
書
館
所
蔵
P
六
の
「
推
丁
酉
年
五
姓
起
造
園
」
)
の
形
式
を
知
れ
ば
、
こ

れ
に
は
ま
ず
例
外
の
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
張
守
節
の
記
述
は
や
は
り
卒
撃
の

黙
裂
を
左
下
か
ら
は
じ
め
る
停
統
的
な
様
式
を
述
べ
た
も
の
と
考
え
る
の
が
無

難
で
は
あ
る
ま
い
か
。
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三
O
一
一
良
『
経
典
懇
文
』
の
敦
煙
潟
本
と
し
て
ス
タ
イ
ン
・
ベ
リ
オ
枚
集
の

四
黙
を
牽
げ
る
が
、
北
京
本
中
に
も
「
腫
記
鐸
文
」
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て

お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
許
園
森
『
敦
埠
雑
録
』
に
「
艦
記
音
義
」
と
擬
題
さ

れ
た
段
字
四
四
鋭
が
そ
れ
で
あ
る
。
檀
弓
上
第
三
の
竿
ば
か
ら
同
下
の
は
じ
め



ま
で
を
存
す
る
。
誤
字
が
多
い
も
の
の
、
現
行
本
と
の
遣
い
は
き
し
て
大
き
い

と
は
言
え
な
い
。
ち
な
み
に
『
敦
爆
雑
録
』
に
は
ま
た
「
論
語
音
義
擬
」
(
殴

字
四
二
貌
)
も
載
せ
て
あ
る
が
、
こ
ち
ら
の
ほ
う
は
懇
文
で
は
な
い
ら
し
い
。

三
一
二
頁
「
『
漢
書
』
粛
何
曹
参
俸
も
や
は
り

『詠
月
詩
六
首
』
の
方
が
表

か
と
思
わ
れ
る
」
と
尾
崎
康
氏
の
想
像
し
た
の
は
、
あ
る
い
は
『
徳
目
索
引
』

が
「
P
二
九
七
三
、
詠
月
詩
六
首
、
背
震
漢
書
驚
何
曹
参
張
良
俸
残
文
」
と
す

る
の
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
こ
の
篤
本
は
現
在
剣
離
さ
れ
て
P

二
九
七
三

a
お
よ
び
P
二
九
七
三
b
の
ニ
潟
本
と
な
っ
て
い
て
、
新
し
い
マ
イ

ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
は
こ
れ
に
よ
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
『
敦
憧
賓
蔵
』
は
せ
っ
か

く
新
し
い
篤
員
を
使
い
な
が
ら
、
『
徳
目
索
引
』
に
ひ
か
れ
て
誤
っ
て
い
る
。

一
般
に
『
線
目
索
引
』
と
く
に
「
伯
希
和
劫
経
録
」
の
記
述
は
篤
本
の
現
況
を

反
映
し
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
と
こ
ろ
で
問
題

の
漢
書
は
P
二
九
七
三
b
の
方
で
そ
の
紙
背
に
は
何
も
書
か
れ
て
い
な
い
か

ら
、
こ
の
定
本
は
「
紙
背
本
と
の
関
係
」
を
考
え
る
材
料
と
は
な
ら
な
い
。
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三
二
五
頁

P
二
五
八
六
は
一
九
一
一
一
一
年
羅
振
玉
が
こ
れ
を

『
鳴
沙
石
室
侠

書
』
に
枚
録
し
た
時
、
政
文
を
附
し
て
郵
祭
墨
田
記
』
で
あ
る
と
認
定
し
た
。

王
重
民
『
純
白
索
引
』
に
「
E
日
記
残
品
旬
、
郵
祭
撲
、
接
羅
振
玉
孜
」
と
す
る
の

は
こ
れ
を
承
け
る
も
の
で
あ
る
が
、
同
氏
『
古
籍
絞
録
』
に
は
慎
重
に
疑
問
符

を
附
し
て
い
る
。
そ
れ
に
努
し
て
周
一
良
、
鏡
宗
額
二
氏
は
孫
盛
の
墨
田
陽

秋
』
で
あ
る
と
す
る
(
一

O
三
頁
、
呉
其
豆
氏
の
記
述
を
参
照
〉
。
尾
崎
氏
が
、

比
較
的
近
年
に
護
表
さ
れ
た
健
闘
民
の
読
(
一
九
八
六
年
〉
は
と
も
か
く
、
周
氏

の
設
に
も
ま
っ
た
く
縮
れ
ず
、
奮
来
の
郵
条
書
記
』
設
を
踏
襲
し
て
い
る
の

は
ど
う
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
近
年
ト
ル
フ
ァ
ン
か
ら
孫
盛
『
耳
盲
腸
秋
』
と

さ
れ
る
古
定
本
が
裂
見
さ
れ
た
が
、
こ
れ
と
P
二
五
八
六
潟
本
と
の
関
係
に
つ

い
て
も
尾
崎
氏
は
否
定
的
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
認
定
に
つ
い
て
も
王
素
「
吐

魯
番
所
出
《
膏
陽
秋
》
残
倉
中
史
寅
考
誼
及
擬
補
」
(
『
中
華
文
史
論
叢
』
一

九
八
四
1

一
一
)
、
陳
園
燦
・
李
征
「
吐
魯
番
出
土
東
菅
〈
?
〉
潟
本
《
菅
陽
秋
》

残
巻
」
(
『
出
土
文
献
研
究
』
文
物
出
版
社
、
一
九
八
五
)
が
あ
り
、
否
定
す

る
場
合
に
は
相
態
の
反
論
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

三
二
九
頁

『
孝
子
俸
』
に
つ
い
て
は
少
し
補
っ
て
お
く
必
要
を
感
じ
る
。
尾

崎
民
は
敦
虚
本
に
『
孝
子
俸
』
と
稀
す
る
も
の
が
四
本
あ
る
こ
と
を
言
い
、
そ

の
内
の
三
本
す
な
わ
ち
S
三
八
九
V
、
P
三
五
三
六
V
、
P
三
六
八
O
V
は
同

一
テ
キ
ス
ト
の
別
篤
本
で
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
は
い
か
に
も
そ
の
遁
り
な
の
で

あ
る
が
、
で
は
残
り
の
一
本
は
ど
う
で
あ
る
か
と
い
え
ば
、
尾
崎
氏
の
記
述
に

は
何
の
言
及
も
な
い
。
思
う
に
こ
れ
は
も
し
す
ぐ
後
で
鏑
れ
る
類
豊
富
『
事
森
』

の
断
片
S
五
七
七
六
で
な
け
れ
ば
、
李
盛
鐸
氏
奮
磁
本
、
散
録
第
二
二
八
践
を

指
し
て
い
る
の
に
違
い
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
尾
崎
氏
は
李
氏
蓄
蔵
本
を
見
る

便
宜
を
得
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
簡
単
に
解
設
を
し
て
お
く
と
、
こ
れ

も
ま
た
他
の
三
本
と
同
一
テ
キ
ス
ト
の
別
篤
本
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
が
、

俸
の
配
列
順
序
に
か
な
り
な
異
同
が
あ
る
。
こ
れ
は
他
の
三
本
関
に
つ
い
て
も

同
じ
く
言
え
る
事
柄
で
あ
っ
た
。
い
ま
各
潟
本
の
順
序
を
言
え
ば
、

S
三
八
九

V
は
「
郭

E
、
舜
子
、
文
議
、
向
生
」
、

P
三
五
三
六
V
は
「
閃
子
、
舜
子
、

向
生
、
王
褒
」
、

P
一
二
六
八
O
V
は
「
王
褒
、
王
武
子
、
閃
子
」
で
あ
る
の
に

劉
し
、
李
氏
奮
蔵
本
は
「
舜
子
、
郭
E
、
閃
子
、
玉
褒
、
向
生
」
の
順
に
な
っ

て
い
る
。
さ
て
こ
れ
も
尾
崎
氏
の
言
及
し
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
注
意
す
べ
き
は
敦
燈

本
『
孝
子
俸
』
が
『
敦
短
縮
民
文
集
』
(
一
九
五
七
)
に
採
録
さ
れ
て
い
る
と
い

-123ー



124 

う
事
寅
で
あ
る
。
こ
れ
は
敦
埋
本
『
孝
子
俸
』
が
各
俸
の
あ
と
に
「
詩
に
目

く
」
と
し
て
「
七
言
俗
詩
」
を
掲
げ
る
と
い
う
睦
裁
を
と
っ
て
い
る
こ
と
が
大

き
く
影
響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
さ
て
、
そ
の
『
敦
煙
媛
文
集
』
で
は
P
二

六
一
二
を
底
本
と
し
、

S
五
七
七
六
お
よ
び
上
記
S
三
八
九
V
、
P
一二五一一一六

v、
P
三
六
八

O
V
の
都
合
五
本
を
用
い
て
『
孝
子
俸
』
の
校
訂
を
行
っ
て
い

る
の
で
あ
る
が
、
前
二
篤
本
は
類
書
『
事
森
』
の
一
部
で
あ
り
後
者
と
は
全
く

異
な
っ
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
本
書
三
六
三
頁
「
類
室
園
」
の

項
に
王
三
慶
氏
が
明
確
に
説
く
遁
り
で
あ
る
。
ま
た
溶
重
規
『
敦
爆
漢
文
集
新

書
』
(
一
九
八
四
、
整
湾
中
園
文
化
大
皐
中
文
研
究
所
〉
に
も
P
一
一
六
一
二
は

一
種
の
類
書
で
あ
る
と
す
る
案
語
を
載
せ
て
い
る
。
さ
ら
に
郭
在
胎
他
『
敦
爆

祭
文
集
校
議
』
(
一
九
九

O
、
岳
麓
書
祉
)
に
は

P
二
六
一
ご
が
類
書
『
事

林
』
の
「
孝
友
篇
」
に
他
な
ら
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
い
ま
玉
三
慶
氏

の
言
を
引
用
す
る
と
「
『
敦
爆
繁
文
集
』
は
:
:
:
散
文
韻
文
合
慢
の
努
文
と
散

文
叙
事
の
類
書
を
混
同
し
て
し
ま
い
、
議
唱
交
響
と
読
話
故
事
が
同
一
源
か
ら

出
た
よ
う
な
錯
究
を
い
だ
か
せ
た
が
、
今
後
こ
れ
ら
雨
種
は
匿
別
を
明
瞭
な
ら

し
め
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
従
え
ば
『
事
森
』
が
散
文

叙
事
の
類
書
で
設
話
故
事
で
あ
る
の
に
制
到
し
、
数
値
居
本

『孝
子
停
』
は
散
文
韻

文
合
強
の
費
文
で
あ
り
、
議
唱
文
摩
の
テ
キ
ス
ト
に
他
な
ら
な
い
こ
と
に
な
ろ

う
。
た
だ
果
た
し
て
こ
の
散
文
韻
文
合
慢
の
形
式
か
ら
直
ち
に
『
孝
子
俸
』
を

漢
文
で
あ
る
と
認
定
し
得
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
跨
賭
さ
れ
る
が
、
繁
文
と
も

相
耐
憾
な
関
係
の
あ
る
テ
キ
ス
ト
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
李
氏
蓄
蔵
本
の
構
成
に
よ

っ
て
理
解
さ
れ
る
。
同
篤
本
で
は
舜
子
と
郭
E
の
俸
の
あ
い
だ
に
、
舜
に
闘
す

る
別
の
一
テ
キ
ス
ト
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
は
貨
は
P
二
七

一一一

V
「
舜
子
至
孝
漢
文
』
の
一
節
ハ
『
敦
爆
漢
文
集
』
の
校
録
本
で
い
え
ば

一
一
一
一
一
一
頁
第
十
一
行
か
ら
一
三
三
頁
第
四
行
ま
で
〉
に
ほ
ぼ
ぴ
っ
た
り
合
致
す

る
。
こ
の
事
賓
の
解
懇
に
関
し
て
は
様
々
な
考
え
方
が
有
り
得
よ
う
け
れ
ど

も
、
敦
爆
本
『
孝
子
同
時
』
と
「
舜
子
至
孝
愛
文
」
の
密
接
な
繋
が
り
は
否
定
し

難
い
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
尾
崎
氏
は
俸
世
本
『
孝
子
俸
』
で
は
唯
一
の
完
本
と
し
て
、
京
都
大
率

附
属
国
書
館
所
臓
の
天
正
八
年
清
原
枝
賢
篤
本
を
翠
げ
る
が
、
お
な
じ
く
完
本

に
陽
明
文
庫
本
も
存
在
す
る
こ
と
を
言
っ
て
お
く
の
が
至
蛍
と
思
わ
れ
る
。

三
五
一
頁
「
五
妥
山
巡
世
記
二
種
」
の
項
下
に
は
李
盛
鐸
奮
臓
の
「
窮
程

記
」
(
散
録
一
一
一
一
一
説
〉
を
補
う
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
は
首
尾
を
と
も
に
関
く

わ
ず
か
全
十
行
の
断
簡
で
あ
る
が
、
今
日
の
内
モ

γ
ゴ
ル
自
治
医
、
黄
河
が
大

き
く
湾
曲
し
て
い
わ
ゆ
る
河
套
(
オ
ル
ド
ス
)
を
形
作
る
、
そ
の
北
側
を
、
河

に
沿
っ
て
東
に
向
か
い
、
西
受
降
城
、
天
徳
軍
、
中
受
降
城
と
道
を
た
ど
り
、

そ
の
後
黄
河
が
南
に
向
き
を
愛
え
る
地
貼
で
(
恐
ら
く
)
紫
河
に
沿
っ
て
東
行

し
、
や
が
て
関
を
越
え
て
静
遼
寧
に
至
り
、
そ
こ
か
ら
南
行
し
て
腐
門
閥
北
口

に
着
す
る
ま
で
の
放
程
を
記
録
し
て
い
る
。
そ
の
関
、
八
月
の
十
六
日
か
ら
九

月
十
八
日
ま
で
お
よ
そ
一
月
あ
ま
り
を
要
し
て
い
る
。
そ
の
道
筋
か
ら
見
て
、

敦
爆
の
住
人
が
五
釜
山
に
巡
躍
す
る
飯
程
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
白

で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
た
二
穫
の
五
霊
山
巡
躍
記

(
S
一一一九七、

P
四
六

四
八
)
が
と
も
に
中
原
か
ら
の
路
程
を
書
い
た
も
の
で
あ
っ
た
の
に
封
し
て
、

こ
の
篤
本
は
右
の
よ
う
な
ル
l
ト
を
辿
っ
て
い
る
貼
に
歴
史
地
理
上
の
債
値
が

認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
い
ま
そ
の
路
程
を
日
を
逐
っ
て
喝
け
る
こ
と
で
参
考

に
供
す
る
。〔
八
月
十
六
日
〕

十
七
日

〔
十
八
日
〕
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十
九
日

廿
日
廿
一
日

廿
三
日

廿
四
日

九
月
三
日

四
日
五
日
六
日
七
日
八
日
九
日
十
日
十
一
日

十
二
日

十
三
日

十
四
日

十
五
日

十
六
日

十
七
日

十
八
日

十
九
日

西
城
歓

護
至
四
曲
盤
下
宿

護
至
奥
懐
盤
宿

設
至
天
徳
軍
城
南
舘
宿

天
篠
打
越
設
沙
州
専
使
至

愛
天
徳
裂
至
褒
泊
食
宿

設
至
曲
河
宿

護
至
中
受
降
城
宿

護
至
紳
山
関
宿

雲
迦
関
宿

歌褒
至
長
卒
騨
宿

妥
至
寧
人
騨
宿

登
子
河
騨
宿

設
至
振
武
宿

夜
長
慶
騨
宿

設
至
静
遺
軍
宿

位
和
英
欝
宿

卒
番
騨
宿

天
寧
騨
宿

腐
門
関
北
口
扉
宿

〔
:
:
:
・
:
〕
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三
五
三
頁
『
大
唐
西
域
記
』
の
敦
煙
定
本
と
し
て
は
P
二
七

O
o
r
u
も
加

え
て
お
い
て
よ
か
ろ
う
。
稚
拙
な
手
で
書
か
れ
た
わ
ず
か
十
三
行
の
断
衡
に
過

ぎ
な
い
こ
の
潟
本
は
、
敬
播
序
の
部
分
か
ら
西
域
三
十
四
圏
の
目
録
お
よ
び
序

論
の
関
頭
部
ま
で
に
該
晶
画
す
る
。
園
名
の
順
序
は
現
行
本
と
の
あ
い
だ
に
若
干

の
相
違
が
あ
る
。
ま
た
敬
播
序
の
末
尾
は
百
字
ち
か
く
を
依
落
し
た
ま
ま
で
園

名
に
接
績
さ
せ
て
い
て
、
決
し
て
良
質
の
篤
本
と
は
稽
し
難
い
。

三
六
三
頁
上
に
も
燭
れ
た
類
書
『
事
森
』
の

P
一
二
ハ
一
二
潟
本
の
末
に
「
潟

書
不
飲
酒
、
恒
見
筆
頭
乾
、
且
作
随
疑
遇
、
即
興
後
人
看
」
と
い
う
五
言
四
句

の
落
書
き
が
書
か
れ
で
あ
る
。
玉
三
慶
氏
は
こ
れ
を
「
机
前
に
坐
し
て
篤
す
の

に
耐
え
か
ね
た
」
心
情
を
吐
露
し
た
も
の
と
見
倣
す
。
し
か
し
こ
の
「
篤
書
不

飲
酒
」
に
は
じ
ま
る
四
句
は
、
九
・
十
世
紀
の
敦
埋
篤
本
中
に
、
若
干
の
ヴ
ア

リ
ア
ン
ト
を
含
み
つ
つ
数
多
く
出
現
し

(
P
一
一
六
一
二
、

P
二
九
三
七
、

P
三

三
O
五、

P
三
九

O
六
、
北
京
位
字
六
八
、
宿
字
九
九
な
ど
て
蛍
時
潟
字
生

の
聞
に
相
蛍
流
行
し
た
詩
句
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
同
種
の
戯
詩
に
は
「
書
後
有

残
紙
、
不
可
裂
賂
錦
、
雄
然
無
手
筆
、
且
作
五
言
詩
」

(
P
二
九
四
六
、

P
二

九
四
七
、

p
=二
九
二
、

P
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
な
ど
〉
と
い
う
の
も
あ
る
。
こ
の
種
の

詩
句
が
も
し
流
行
歌
の
た
ぐ
い
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
心
情
の
吐
露
と
い
う
の

も
幾
分
割
り
引
い
て
考
え
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。
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三
七
八
頁
『
類
林
』
の
J
潟
本
す
な
わ
ち
S
四
一
九
五
V
が
「
僅
か
に
首
三

篇
の
一
部
難
字
の
穆
文
だ
け
で
、
事
類
と
叙
文
を
飲
く
」
も
の
だ
と
す
る
が
、

若
干
不
正
確
で
あ
る
。
寅
際
に
は
こ
の
潟
本
は

『類
林
』
の
帯
徳
篤
第
一
か
ら

公
主
篇
第
四
ま
で
「
首
四
篇
」
に
つ
い
て
難
字
を
拾
い
出
し
た
だ
け
の
も
の
で

あ
り
、
圃
揮
文
は
な
い
。
各
文
字
は
そ
れ
ぞ
れ
空
白
を
あ
け
て
書
か
れ
て
あ
り
、

後
か
ら
音
を
附
け
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
結
局
そ
の
ま
ま
に
終

わ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
種
の
難
字
墨
田
注
の
寓
本
は
、
貧
際
に
一
音
が
附
け
ら
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れ
た
も
の
、
こ
の
潟
本
の
よ
う
に
附
け
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
を
含
め
て
、
敦
出
居

篤
本
中
に
は
か
な
り
な
数
が
残
っ
て
い
る
。

三
八
七
頁
『
雑
抄
』
に
は
ご
く
最
初
の
部
分
だ
け
で
あ
る
が
チ
ベ
ッ
ト
文
字

で
書
か
れ
た
篤
本
が
存
在
す
る
。
ベ
リ
オ
枚
集
チ
ベ
ヅ
ト
篤
本

P
一
二
三
八

番
。
高
田
時
雄
『
敦
爆
資
料
に
よ
る
中
園
語
史
の
研
究
』
(
一
九
八
八
、
東

京
、
創
文
吐
)
一
二
四
、
二
九
三
頁
を
参
照
。

四
四
九
頁
注
目

p
二
六
一
五
篤
本
の
巻
頭
に
は
『
線
目
索
引
』
の
い
う
通
り

『
口
需
推
五
姓
陰
陽
等
宅
園
経
』
と
あ
る
。
五
姓
設
の
時
抗
生
を
責
一
帝
と
結
び
附

け
る
俗
設
は
奮
唐
書
の
呂
才
停
に
も
見
え
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
を
「
黄

帯
」
に
俵
託
し
た
書
名
と
見
倣
す
こ
と
に
は
な
ん
ら
不
都
合
は
な
い
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
書
名
を
こ
と
さ
ら
P
三
四
九
二
と
同
じ
『
新
機

推
五
姓
陰
陽
等
宅
園
経
』
と
改
め
よ
う
と
す
る
の
は
理
解
に
苦
し
む
。
お
ま
け

に
『
新
機
:
:
:
』
と
す
る
の
も
閲
遠
い
で
、
『
諸
橡
:
:
:
』
が
正
し
い
。

四
七
三
頁
敦
煙
篤
本
の
暦
日
で
日
曜
日
を
「
蜜
」
、
木
曜
日
を
「
哨
」
と
表

わ
し
、
こ
れ
ら
が
ソ
グ
ド
語
の
音
謬
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
が
、
こ
の
箇
所

に
は
若
干
の
問
題
か
あ
る
。
ま
ず
「
哨
」
を
木
曜
日
と
す
る
の
は
誤
り
で
、
水

曜
日
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
引
用
す
る
施
棒
亭
氏
の
論
文
で
も
週
の
第
四
日

と
言
い
、
木
曜
日
と
は
言
っ
て
い
な
い
。
単
純
な
誤
解
で
あ
ろ
う
。
ま
た

「
哨
」
の
音
を
「
サ
ク
」
と
す
る
の
も
遁
嘗
で
は
な
い
。
恐
ら
く
(
大
漢
和
経

由
で
)
『
字
奨
』
の
「
側
格
切
、
音
責
、
卒
聾
」
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う

が
、
こ
れ
は
ま
っ
た
く
異
な
っ
た
語
で
あ
る
。
『
宋
史
律
暦
志
』
が
「
満
」
と

作
る
の
に
従
い
「
テ
キ
」
と
讃
む
ほ
う
が
一
音
は
む
し
ろ
近
い
。
「
満
」
は
『
庚

韻
』
「
都
歴
切
」
で
、
唐
代
に
は
ほ
ぼ
さ
巾
「
の
よ
う
な
一
音
で
あ
っ
た
と
推
測

さ
れ
る
。
原
語
の
ソ
グ
ド
語
は
昨
日
円
で
あ
る
か
ら
「
サ
タ
」
よ
り
は
「
テ
キ
」

が
ま
だ
し
も
相
膝
し
い
わ
け
で
あ
る
。
敦
煙
本
が
「
満
」
の
さ
ん
ず
い
に
換
え

て
口
偏
の
「
鳴
」
に
す
る
の
は
、
明
ら
か
に
普
謬
字
で
あ
る
こ
と
を
示
そ
う
と

す
る
意
固
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
で
も
日
曜
日
の
目
町
に
劉
し
て
「
蜜
」

(
長
田
町
市
円
八
目
安
〉
を
嘗
て
る
一
章
一
詳
の
仕
方
に
比
べ
る
と
精
確
さ
に
お
い
て
劣

る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
「
文
殊
師
利
菩
薩
及
諸
仙
所
設
士
ロ
凶
時
日
善
悪
宿

曜
経
』
(
大
正

Z
0・
HNS〉
に
見
え
る
七
曜
名
で
は
、
水
曜
は
「
咲
」
と
な
っ

て
い
て
、
「
丁
逸
反
」
の
普
注
が
つ
い
て
い
る
。
こ
れ
だ
と

3-e〈昨日品川同と

な
り
、
「
蜜
」
の
場
合
と
音
謬
法
が
完
全
に
卒
行
す
る
。
こ
れ
な
ら
讃
一
音
は

「チ
ツ
」
と
な
る
。
「
映
」
と
「
哨
」
と
で
は
形
の
類
似
に
よ
っ
て
誤
っ
た
と
見

倣
す
に
は
無
理
が
あ
る
。
お
そ
ら
く
は
常
用
字
で
は
「
丁
逸
反
」
に
該
賞
す
る

文
字
を
容
易
に
見
出
し
難
い
た
め
、
韻
尾
の
相
違
を
犠
牲
に
し
て
「
嫡
(
滴
〉
」

字
を
選
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。
ソ
グ
ド
語
の
七
曜
名
は
、
敦
煙
寓
本
で
は
、
宮

島
氏
の
翠
げ
る
羽
田
・
ベ
リ
オ
紹
介
の
『
七
曜
暦
日
』

(
P
一
一
六
九
一
一
一
〉
以
外

に、

S
二
四

O
四
の
甲
申
歳
(
九
二
四
)
具
注
暦
の
「
推
七
曜
直
用
日
吉
凶

法
」
に
も
見
え
る
。
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
羽
田
に
よ
る
『
敦
爆
遺
書
』
の

解
説
の
ほ
か
、
切
-
d

弓・穴
-
Y
向己目巾♂

Eo--匂
m
E
R
Z
R・
岡
田

-
m
E
0
5
5骨・

出
ロ
}
内
四
即
日
ロ
宮
口
g
u
n
v
g
H，江田)』神田
rphu.HNghな
ど
ミ
円
』
VHG
吾
、
同
町
詰
・
・

中
ga-k山
知
ミ
・
吾
、
司
2
3
R
F
H
S
F
宅・

8
∞
|
念
日
』
仏
・

2
2
8
5日

立

HV
・Hvo--
日o
p
己
ロ
可
包
広
目
白
Enrbmロ円四件
H
O
ロ〈
A
M
A
W

ロ
(
U
F
5
0
〈

N
O
句
同
同
巴
叩
)
"

、bH由
巳
』
曲
目
・
，P
F
司

-H由
民
・
が
必
讃
文
献
で
め
る
。
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五
三
六
頁
「
『
千
緑
字
書
』
に
は
、
表
・
奏
は
逼
字
帥
涯
を
用
い
る
と
し
て
い

る
」
と
あ
る
が
、
『
干
糠
字
書
』
の
原
文
は
次
の
如
く
で
、
か
な
ら
ず
逼
字
腫



で
書
く
も
の
と
は
言
っ
て
い
な
い
。
「
い
わ
ゆ
る
逼
字
と
い
う
の
は
、
停
承
久

し
い
習
慣
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
表
・
奏
・
股
・
啓
・
尺
膿
・
剣
朕
に
用
い
た

と
し
て
も
、
非
難
さ
れ
る
と
と
は
な
い
」
(
所
請
通
者
、
相
承
久
遠
、
可
以
施

表
奏
賎
啓
尺
股
剣
獄
、
園
田
知
器
詞
)
。
普
通
に
は
や
は
り
正
字
穫
を
用
い
る
の

が
望
ま
し
い
が
、
通
字
鐙
を
用
い
る
こ
と
も
許
さ
れ
る
、
と
い
う
ほ
ど
の
意
味

で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
俗
字
陸
に
つ
い
て
も
同
じ
で
、
「
い
わ
ゆ
る
俗
字
僅
は
、

た
い
て
い
み
な
卑
俗
な
も
の
で
あ
る
が
、
籍
帳
・
文
案
-
t
f
契
・
薬
方
な
ら
雅

言
と
は
い
え
な
い
の
で
、
こ
れ
を
用
い
て
も
差
し
支
え
な
い
」
(
所
謂
俗
者
、

例
皆
浅
近
、
唯
籍
帳
文
案
券
契
諸
問
方
、
非
渉
雅
言
、
用
亦
無
爽
〉
と
い
う
。
す

な
わ
ち
こ
れ
も
籍
帳
等
に
は
俗
字
慢
を
ま
じ
え
て
も
か
ま
わ
な
い
こ
と
を
言
っ

て
い
る
の
で
、
こ
の
種
の
文
書
は
俗
字
慢
で
書
く
べ
き
こ
と
を
規
定
し
た
も
の

と
考
え
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
さ
ら
に

『干
綴
字
書
』
の
正
・
遁
・
俗
の
三
鐙

は
、
楢
・
行
・
草
の
書
堕
と
は
別
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
文
脈
に

お
い
て
引
用
す
る
の
は
遁
嘗
と
は
言
え
な
い
。
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七
二
四
頁
民
間
に
李
盛
鐸
奮
蔵
本
と
務
す
る
敦
爆
篤
本
が
流
布
し
、
し
ば
し

ば
そ
こ
に
「
徳
化
李
氏
凡
賂
閣
珍
蔵
」
の
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
著
名
な

事
寅
で
あ
る
。
藤
枝
晃
氏
は
京
都
圏
立
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
る
守
屋
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
の
停
李
盛
鐸
奮
蔵
本
に
就
い
て
、
こ
の
李
氏
鑑
識
印
の
詳
細
な
調
査
を
行

い
、
そ
れ
ら
す
べ
て
が
佑
製
印
で
八
種
類
か
ら
な
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た

(
『
京
都
圏
立
博
物
館
拳
叢
』
、
第
七
鋭
、
一
九
八
六
)
。
な
ら
ば
虞
印
は
ど
の
よ

う
で
あ
り
、
ど
の
篤
本
に
見
ら
れ
る
か
が
一
か
さ
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
が
、
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
黙
に
関
し
て
、
池
田
氏
が
不
満
を
洩
ら

さ
れ
る
の
は
大
い
に
額
け
る
の
で
あ
っ
て
、
筆
者
も
こ
の
鑑
磁
印
の
確
質
に
輿

物
と
さ
れ
る
も
の
を
知
り
た
い
と
思
う
。
た
だ
筆
者
の
狭
い
見
閣
の
範
囲
内
で

言
え
ば
、
李
民
蓄
積
本
で
員
口
開
と
目
さ
れ
る
も
の
に
録
さ
れ
て
い
る
印
章
は
、

「
敦
爆
石
室
秘
笈
」
「
李
盛
鐸
合
家
各
層
供
養
」
「
雨
膏
六
朝
三
麿
五
代
妙
墨

之
軒
」
「
木
犀
軒
蔵
書
」
「
李
務
」
「
李
感
鐸
印
L

「
木
策
審
定
」
「
木
祷
員

賞
」
な
ど
で
あ
り
、
問
題
の
「
徳
化
李
氏
凡
賂
閣
珍
蔵
」
に
つ
い
て
は
不
思
議

な
ほ
ど
見
あ
た
ら
な
い
。
(
た
だ
し
「
木
策
審
定
」
「
木
賢
輿
賞
」
の
二
印
は

守
屋
本
に
も
あ
る
。
〉
こ
の
事
寅
か
ら
、
例
え
ば
「
徳
化
李
氏
凡
賂
閣
珍
蔵
」

印
の
捺
さ
れ
た
篤
本
す
べ
て
が
怪
し
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
に
な
る
か
ど
う
か

は
今
後
の
研
究
に
倹
た
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
と
も
あ
れ
敦
短
篤
本
の
員
俄
の
問

題
か
李
盛
鐸
奮
旗
本
の
解
明
に
よ
っ
て
大
き
な
進
展
を
得
ら
れ
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
。
そ
の
意
味
で
も
各
庭
に
散
在
す
る
李
氏
奮
藤
本
の
総
合
的
な
調
査
が

撃
ま
れ
る
。

以
上
、
書
物
全
佳
か
ら
す
れ
ば
は
な
は
だ
バ
ラ
ン
ス
を
飲
く
結
果
と
な
っ
た

が
、
気
附
い
た
限
り
で
若
干
の
問
題
勲
を
指
摘
し
て
お
い
た
つ
も
り
で
あ
る
。

本
書
が
今
後
敦
煙
皐
に
志
す
も
の
に
と
っ
て
不
可
飲
な
マ
ユ
ュ
ア
ル
と
な
る
こ

と
は
自
明
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
意
味
で
も
筆
者
の
指
摘
が
本
巻
の
利
用
債
値

を
高
め
る
よ
う
に
機
能
し
得
る
な
ら
ば
幸
い
で
あ
る
。
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九
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二
年
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東
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大
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